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2023 年 9 月 25 日 

EPS 創薬株式会社 

 

簡便で有効性・安全性が高い舌下ワクチンの開発に目処

 
 

EPS 創薬株式会社研究部門（リサーチセンター）では、経口投与するワクチンの中でも舌下に投与するワ

クチンに着目して研究を進めています。 

 

【舌下ワクチンの３大有用性】 

・ 自身で服用可能な簡便性 

・ 感染予防から重症化抑制まで幅広い有効性 

・ 高い安全性 

 

【概要】 

① 自身で服用可能な簡便性 

 現在のインフルエンザウイルスや新型コロナウイルスに対するワクチンの接種方法は、皮下や筋肉内への注射

ですが、舌下ワクチンは、錠剤などを自身で舌下に投与するので、注射器や針などの専用の機器や医師等も

不要となります。 

 そのため、舌下ワクチンは、医療環境が整っていない地域でも広く利用されることが期待されます。 

 

② 感染予防から重症化抑制まで幅広い有効性  

免疫に係る抗体は様々ありますが、働く部位が異なっており、IgG と呼ばれる抗体は血液中で、分泌型 IgA

と呼ばれる抗体は粘膜上です。 インフルエンザウイルスや新型コロナウイルスなどのウイルスは、血液に直接感

染するわけではなく、上気道の粘膜へ感染するため、IgG の産生を増やすことを目的としている現在のワクチン

では、重症化は防げても、感染自体を防ぐ効果に期待できません。 それらウイルスの感染自体を防ぐには、舌

下投与によって分泌型 IgA を産生させる必要がありますが、様々な課題があり、実現していませんでした。 

しかし、リサーチセンターでは、サルを用いた研究において、ワクチンの舌下投与で分泌型 IgA を産生させる

方法を開発しました。 

さらに、その方法によって、併せて血中の IgG も産生されることを確認しました。 

したがって、舌下ワクチンは、現在のワクチン同様に感染後の重症化を防ぎつつ、感染自体も防ぐ効果に期

待できます。 
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③ 高い安全性 

現在のワクチンは接種後に、接種部位の腫れや痛み、発熱など様々な副作用がありますが、サルを用いた

研究では、舌下ワクチンでそれらの副作用は確認されませんでした。 

舌下ワクチンは、現在のワクチンよりも安全に使用できるワクチンとなることが期待されます。 

 

【論文】 

 上記、舌下ワクチンの有用性を検証したリサーチセンターの研究は、オックスフォード大学が発行する雑誌、

「Biology Methods＆Protocols」に掲載されました。 

論 文 名 ： SARS-CoV-2 sublingual vaccine with RBD antigen and poly(I:C) 

adjuvant: Preclinical study in cynomolgus macaques   

URL：https://academic.oup.com/biomethods/article/8/1/bpad017/7266774 

 

さらに、この論文はオックスフォード大学から別途記事が作成され、全世界へプレスリリースされました。 

記事名：Rapid acting, oral vaccines are coming soon  

URL：https://www.eurekalert.org/news-releases/1000684 

 

【Biology Methods＆Protocols について】 

Biology Methods and Protocols は、英国 Oxford University Press が発行するオンラインの科学誌

であり、生物学、生物医学、前臨床および橋渡し研究に関する論文を掲載発表しています 。 

 

【EPS 創薬株式会社について】 

EPS 創健科技集団有限公司が手掛けるヘルスケア分野における創薬事業の中核会社です。グループ会社

であるジョイントベンチャー（JV）が導入したシーズや当社研究部門で見出されたシーズを EPS グループが長年

培ってきたナレッジ、ノウハウにより臨床開発を進め、シーズの価値を高めることで日本そして中国での製造販売

や、パートナー企業へのライセンスアウトの実現を事業としております。 
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